
1．はじめに

人間の眼に入る波長380～780 nmの範囲にある可視光が人間
に色の刺激として，その程度は生理的・心理的な感覚量で表現
される。植物には眼や頭脳に相当するものはなく，植物に対す
る色の刺激は生理的あるいは生命維持に関係し，その程度は受
ける光の強さによるが，それは光のエネルギーで解析される。
物理学的に言えば，光量子（光子とも言う）photonがもつエネ
ルギーで評価される。色材を考える場合には人間が感じる心理
的な要素が大きい。人間が色として感じない可視光領域外の赤
外線は熱線とも言われ，暖かさや熱さを感じるが，その効果も
やはりその光量子のもつエネルギーと光量子の数に依存する。
肌が日焼けするのは紫外線の量に依存し，その光量子のもつエ
ネルギーにも依存する。放射線として知られるガンマー線やX
線はその光量子自身のエネルギーが大きく細胞を破壊する生物
にとって危険な光の仲間なのである。可視光以外の光は植物に
とっても人間に対するものと同様な効果をもたらす。光が生物
に与える影響は光量子レベルのエネルギーの大きさとその量に
依存することになる。
植物は生物でもあるため，その形や色は成長段階，種類に
よって異なり，太陽光による自然光は四季のバラエティにより
色が変わってくる。植物は染料という色材としての利用がある

が，生きている植物を色材としてとらえる場合には形，色合い
に光の強さが織りなす心理的効果に着目する必要があるだろ
う。人間の心理的効果には植物が発するにおい，植物の形状や
植物に触れることにより得られる触感も関係する。したがっ
て，植物に関係する色に対しては，人間と同様に生理的な効果
も入ってくる。

2．植物の色にかかわること

2.1　植物の生育に必要な光の色
植物の生育には光が必要で，その様子は図-1に見るように
光に対する反応のスペルクトル1）で表現できる。
2.2　植物が示す緑色の根拠
自然界の中で目にする緑色は植物の葉や茎などの植物体から

発せられる光である。植物体が自然光の一部を反射しているた
めである。また，葉を透過してくる光も緑色をしている。自然
光の基である太陽光は虹が示す7色を含み，その真ん中の色が
緑色なのであるが，植物が成長するために必要な光合成を担う

1. 屈光性 2. 葉緑素合成 3. 光形態形成の赤色効果 4. 光形態形

成の遠赤色効果 5. 光合成(圃場作物 8 種の平均：McCree, 1972)
6. 比視感度，(1～4はEithrow, 1959による)
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図-1　種々な光植物反応の作用スペクトルと比視感度曲線1）
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要　　　　旨

植物の生育に必要な光の反応作用スペクトルから人間が感じる光の色とどのように異なるのかについて，植物の生命維持と生育に
関係する光合成において光量子の数と光量子のエネルギーを用いて科学的に論じられ，人間は色に対する反応が心理物理量である比
視感度，明るさにルクス（lx）を用いて論じられる。それらの数学的関係を示し，植物が色材として考える場合に役立てた。植物の
生育について色の効果を色材によるものとする考え方を論じ，また植物を生きた色材としてとらえる場合には植物工場のスタイルで
生育管理することで季節に関係なく利用できる。エネルギーの観点から地球環境問題も関係することから植物工場技術が地球温暖化
対策の一翼を担う可能性を指摘した。
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